
旧
白
洲
次
郎
山
荘
と
の
出
会
い
―

私
が
一
九
九
五
年
四
月
、
日
本
技
術
開
発

株
式
会
社
に
入
社
し
た
と
き
の
社
長
が
永
山

時
雄
で
し
た
。
当
時
誕
生
会
と
称
し
て
、
誕

生
月
に
あ
た
っ
た
社
員
が
会
議
室
で
社
長
と

ラ
ン
チ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
、
私
も
二
度

他
の
社
員
と
と
も
に
昼
食
を
と
も
に
し
た
こ

73

白
洲
次
郎
と

蔵
王『
鎮
守
の
杜
構
想
』

旧
白
洲
山
荘
（
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ヤ
レ
ン
、
現
三
宅
山
荘
）

の
保
存
・
活
用
の
活
動
に
つ
い
て

矢
口
　
正
武

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
代
表
）

現在の位置に「曳き家」する前、
建設当初のヒュッテ・ヤレンで
す（右から２人目が白洲次郎、
右端は長女の桂子さんと思われ
ます）。
【写真】次ページともにいずれ
も昭和34年（白洲次郎は昭和
26年～34年まで東北電力会長）
と思われます。（焼津市・白井
氏提供）

幸
せ
の
証
し
笑
顔
を
持
ち
歩
く
　
　
　
　
　
高
橋
　
白
兎
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と
が
あ
り
ま
す
。

二
十
代
の
こ
ろ
か
ら
蔵
王
ス
キ
ー
場
を
ホ

ー
ム
ゲ
レ
ン
デ
に
し
て
お
り
、
友
人
の
紹
介

で
旧
白
洲
山
荘
（
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ヤ
レ
ン
、
現

三
宅
山
荘
）
を
見
学
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
四
月
五
日
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
そ
の
時
、
歴
史
が
動
い
た
」
は
、
第
二
四
八

回
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
叱
っ
た
男
～
白
洲
次

郎
・
戦
後
復
興
へ
の
挑
戦
～
」
で
、
白
洲
次

郎
は
貿
易
庁
や
商
工
省
を
解
体
し
て
昭
和
二

十
三
年
、
通
産
省
（
現
経
産
省
）
を
創
設
す

る
際
「
官
僚
に
も
優
秀
な
男
が
い
る
」
と
、

永
山
時
雄
を
官
房
長
に
起
用
し
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
「
蔵
王
＝
白
洲
次

郎
＝
永
山
時
雄
＝
矢
口
正
武
＝
蔵
王
」
と
い

う
、
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
に
驚
き
、
こ
の

度
旧
白
洲
山
荘
（
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ヤ
レ
ン
、
現

三
宅
山
荘
）
保
存
・
活
用
の
会
を
創
設
す
る

に
至
り
ま
し
た
。

旧
白
洲
山
荘
（
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ヤ
レ
ン
）と
は
―

終
戦
直
後
に
吉
田
茂
首
相
の
懐
刀
と
し
て

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
と
渡
り
合

い
、
彼
ら
を
し
て
「
従
順
な
ら
ざ
る
唯
一
の

日
本
人
」
と
言
わ
し
め
、
そ
の
後
、
初
代
貿

易
庁
長
官
・
初
代
東
北
電
力
会
長
な
ど
を
歴

任
し
た
白
洲
次
郎
の
山
荘
が
、
二
〇
〇
六
年

に
山
形
県
蔵
王
で
〝
発
見
〟
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
後
半
に
蔵
王
を
訪
れ
た
白

洲
は
そ
の
魅
力
に
憑
か
れ
、
蔵
王
を
「
東
洋

の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
」
に
し
よ
う
と
い
う
構
想

を
立
て
ま
す
。
山
荘
は
そ
の
構
想
実
現
の
先

駆
け
と
し
て
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
年
）、

お
そ
ら
く
英
国
留
学
時
の
経
験
に
基
づ
く
彼

自
身
の
着
想
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ
、「
ヒ
ュ
ッ

テ
・
ヤ
レ
ン
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。「
ヤ
レ

ン
」
の
意
味
は
「
ス
キ
ー
は
う
ま
く
や
れ
ん
」

に
由
来
す
る
と
い
い
、
そ
こ
に
は
彼
が
晩
年

を
過
ご
し
た
「
武
相
荘
（
無
愛
想
／
ぶ
あ
い

【
上
】
二
階
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
に
立
つ
白
洲
次
郎
。

【
右
】
一
階
の
居
間
に
は
ホ
ー
ム
バ
ー
が
あ
り
、
そ
の
ホ

ー
ム
バ
ー
の
は
す
向
か
い
の
ソ
フ
ァ
で
寛
ぐ
白
洲
次
郎
。
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そ
う
）」
の
命
名
に
も
通
じ
る
、
彼
特
有
の

ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

山
荘
は
豪
雪
を
考
慮
し
た
一
階
無
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
玉
石
積
造
・
二
階
木
造
の
床
面
積

約
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
小
さ
な
も
の

で
す
が
、
一
階
は
居
間
と
ホ
ー
ム
バ
ー
、
二

階
は
当
時
と
し
て
珍
し
い
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ

ン
と
蔵
王
の
寒
さ
を
考
慮
し
た
二
重
サ
ッ
シ

な
ど
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
画
期
的
な
ア

イ
デ
ア
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
現
オ
ー
ナ

ー
三
宅
氏
に
よ
っ
て
丁
寧
に
維
持
さ
れ
、
若

干
の
改
装
を
除
き
、
外
観
を
含
め
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
状
況
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
推
察
さ

れ
ま
す
。
当
時
の
彼
の
社
会
的
地
位
か
ら
考

え
れ
ば
驚
く
ほ
ど
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
簡

素
・
質
実
で
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の

東
日
本
大
震
災
に
も
耐
え
、
多
く
の
人
た

ち
に
そ
れ
と
気
づ
か
れ
ぬ
ま
ま
、
い
ま
も

ひ
っ
そ
り
と
蔵
王
の
樹
林
の
な
か
に
佇
ん

で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
事
実
を
知
り
、
と
も
か
く

こ
の
山
荘
を
「
残
し
た
い
」
と
思
い
、
将
来

の
使
い
方
も
解
ら
ぬ
ま
ま
「
残
す
」
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
山
荘

が
白
洲
次
郎
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
だ

か
ら
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
何
気
な
い

優
し
い
佇
ま
い
が
彼
の
愛
し
た
山
形
・
蔵
王

の
風
景
、
延
い
て
は
日
本
固
有
の
美
し
い
風

景
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
と
思
え
た
か
ら
で

す
。「
東
洋
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
」
と
い
う
彼
の

構
想
は
経
済
一
辺
倒
の
開
発
の
波
に
飲
ま
れ

て
挫
折
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
立
案
か
ら
半

世
紀
を
経
た
い
ま
、
そ
の
構
想
を
現
代
に
お

い
て
捉
え
直
し
、
こ
の
山
荘
を
残
す
こ
と
を

通
し
て
彼
の
想
い
（
精
神
性
）
を
受
け
継
ぎ
、

更
に
蔵
王
と
い
う
一
地
域
を
超
え
て
、
日
本

に
ま
だ
辛
う
じ
て
残
る
美
し
い
風
景
を
再
生

し
て
い
く
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
、
私
た
ち

は
そ
う
強
く
考
え
て
い
る
の
で
す
。

旧
白
洲
山
荘
（
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ヤ
レ
ン
）
は
、

白
洲
次
郎
か
ら
現
（
株
）
ヤ
マ
コ
ー
を
通
じ

て
東
京
の
実
業
家
故
三
宅
馨
氏
が
一
九
六
三

年
（
昭
和
三
十
八
年
）
に
購
入
し
ま
し
た
。

三
宅
氏
は
、
昭
和
二
十
六
年
頃
大
学
生
を
対

象
に
自
然
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
蔵
王
で
ス
キ
ー
教
室
を

開
き
、
山
荘
（
ヒ
ュ
ッ
テ･

ヤ
レ
ン
）
は
そ
の

宿
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一

九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
山
荘
の
近
く

に
「
蔵
王
上
ノ
台
ロ
ッ
ジ
」
を
建
設
、
営
業

す
る
よ
う
に
な
り
、
山
荘
の
利
用
は
次
第
に

薄
れ
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
の
ス
キ
ー
場
―

日
本
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、
国
土
の
約

六
～
七
割
は
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

戦
後
の
経
済
復
興
の
か
け
声
と
共
に
多
く
の

森
林
が
伐
採
、
生
態
系
を
無
視
し
た
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
植
林
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
九
八
七
年
、
内
需
振
興
の
か
け

声
に
よ
り
リ
ゾ
ー
ト
法
（
総
合
保
養
地
域
整

備
法
）
が
制
定
さ
れ
、
各
地
方
が
民
間
企
業

と
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
血
眼
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊
等
の
影
響
を
受
け
、
そ

れ
ら
多
く
の
開
発
は
頓
挫
、
乱
開
発
の
ツ
ケ

が
負
の
遺
産
（
廃
業
し
た
ホ
テ
ル
施
設
や
荒

れ
果
て
た
ス
キ
ー
場
）
と
し
て
見
る
も
無
惨

な
姿
を
さ
ら
け
だ
し
、
美
し
い
日
本
の
自
然

景
観
や
ま
ち
並
み
を
壊
し
て
い
ま
す
。

一
八
九
〇
年
代
後
半
七
〇
〇
を
越
え
た
ス

キ
ー
場
も
現
在
で
は
五
〇
〇
を
切
る
ほ
ど
に

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
一
八
〇
〇
万
人
と
も

末
席
の
小
骨
が
一
人
吠
え
て
い
る
　
　
　
　
樋
口
　
一
杯
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二
〇
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
た
ス
キ
ー
ヤ
ー

（
ス
ノ
ボ
含
む
）
も
現
在
で
は
三
分
の
一
ま
で

減
少
、
そ
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
は
掛
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
加
え
て
地
球
温
暖
化
に
よ
る

と
見
ら
れ
る
降
雪
量
の
減
少
に
加
え
、
二
〇

〇
八
年
頃
か
ら
ナ
ラ
や
ブ
ナ
枯
れ
が
日
本
の

森
林
を
浸
食
始
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
外

国
資
本
に
よ
る
ス
キ
ー
場
（
水
資
源
）
の
買

い
占
め
も
大
き
な
問
題
と
し
て
国
会
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
保
存
・
活
用
な
の
か
―

二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
そ
の
時
、
歴
史
が
動
い
た
」
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
旧
白
洲
次
郎
山
荘
が
俄
に
脚
光
を
浴

び
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
関
係
者
に
よ
る

「
白
洲
次
郎
を
語
る
山
形
の
会
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
地
元
温
泉
関
係
者
が
現
所
有
者
の

三
宅
氏
に
「
蔵
王
温
泉
の
活
性
化
」
に
活
用

さ
せ
て
欲
し
い
と
願
い
出
て
、
山
荘
周
辺
の

環
境
整
備
を
行
い
、
案
内
板
な
ど
の
設
置
を

行
な
い
ま
し
た
。

し
か
し
木
造
二
階
建
て
の
山
荘
は
築
半
世

紀
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
を
危
惧
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
・

ま
ち
ネ
ッ
ト
（
以
下
元
気
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
）

が
所
有
者
の
三
宅
氏
に
「
山
荘
の
保
存
・
活

用
」
に
向
け
た
募
金
活
動
の
展
開
を
願
い
出

て
快
諾
を
頂
き
ま
し
た
。

元
気
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
（
代
表
矢
口
正
武
／

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
／
ス
キ
ー

ヤ
ー
）
は
、
仕
事
仲
間
の
建
築
家
塩
田
能
也

（
注
１
）
に
協
力
を
依
頼
、「
蔵
王
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｍ
・
Ｊ
」（
注
２
）
を
立
ち
上
げ
、
山
荘

の
内
・
外
観
の
診
断
を
数
回
に
わ
た
っ
て
行

い
、『
旧
白
洲
次
郎
山
荘
と
蔵
王
を
語
る
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
蔵
王
始
め
東
京
や
仙
台
で

開
催
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
け
る
想
い

『
鎮
守
の
杜
構
想
』
と
と
も
に
、
募
金
活
動
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

注
１
・
葛
西
臨
海
水
族
園
の
建
築
設
計
塩
田
、

外
構
造
園
は
矢
口
が
担
当
し
た
。

注
２
・
「
蔵
王
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
・
Ｊ
」

（
Ｍ：

三
宅
山
荘
、J：

hutte
・jaren

）

―
鎮
守
の
杜
構
想

蔵
王
温
泉
観
光
協
会
元
会
長
の
故
伊
東
秀

幸
氏
は
「
古
き
良
き
湯
治
場
、
長
期
滞
在
型

の
リ
ゾ
ー
ト
地
の
復
活
が
い
い
と
思
う
。
そ

れ
に
は
樹
氷
資
料
館
と
か
白
洲
次
郎
さ
ん
の

山
小
屋
と
か
が
必
要
と
思
う
」

ま
た
ス
キ
ー
界
の
重
鎮
岸
英
三
氏
は「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ス
キ
ー
場
に
向
か
う
道
路
に
は

〝
何
と
か
ス
キ
ー
場
〟
な
ん
て
い
う
看
板
は
な

い
。
ス
キ
ー
場
な
ん
て
い
う
の
は
雪
が
あ
る

か
ら
ス
キ
ー
場
だ
ろ
う
。
蔵
王
は
ス
キ
ー
場

に
集
中
し
す
ぎ
て
来
た
。
春
・
夏
・
秋
・
冬

い
つ
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
っ
て
こ
と
だ
よ
」

（
や
ま
が
た
街
角
２
０
０
６
年
12
・
07
年
１
月

号
特
集
に
寄
せ
て
い
る
。）

鎮
守
の
杜（
森
）
と
い
う
の
は
、
か
つ
て
は

神
社
を
囲
む
よ
う
に
し
て
存
在
し
た
森
林
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
神
社
を
遠
景
か
ら
見
る

と
、
た
い
て
い
は
こ
ん
も
り
と
し
た
森
が
あ

り
、
そ
の
一
端
に
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
鳥
居

か
ら
森
林
の
内
部
に
向
け
て
参
道
が
あ
り
、

そ
の
行
き
当
た
り
に
境
内
や
本
殿
が
あ
り
、

そ
の
背
後
に
は
森
林
の
中
央
部
が
位
置
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、森
の
深
い
方
に
向
か
っ

て
礼
拝
を
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
「
社
（
や
し
ろ
）」
が
先
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に
在
っ
た
の
で
は
な
く
、
信
仰
さ
れ
た
森
に

社
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

鎮
守
の
杜
と
は
本
来
、
森
林
や
森
林
に
覆
わ

れ
た
土
地
、
山
岳
（
霊
峰
富
士
や
山
形
で
あ

れ
ば
蔵
王
権
現
や
出
羽
三
山
な
ど
）・
巨
石
や

海
や
河
川
（
岩
礁
や
滝
な
ど
特
徴
的
な
場
所
）

な
ど
自
然
そ
の
も
の
が
信
仰
の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋
）。

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
を
考
え
る
と
き
、
蔵

王
に
は
他
の
ス
キ
ー
場
で
は
滅
多
に
見
る
こ

と
が
出
来
な
い
樹
氷
が
す
ぐ
目
の
前
で
観
賞

出
来
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
他
に
も
ブ
ナ
や

コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
エ
デ
を
始
め
と
す

る
落
葉
広
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
、
新
緑
の
春
・

夏
、
紅
葉
の
秋
と
、
四
季
折
々
に
変
化
す
る

季
節
の
移
ろ
い
を
楽
し
め
る
環
境
に
あ
り
な

が
ら
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー

（
冬
季
）
に
頼
り
切
っ
て
来
た
過
去
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
春
、
夏
、
秋
、
冬
の
四
季

を
楽
し
め
る
山
岳
・
温
泉
保
養
地
〝
蔵
王
〟

と
し
て
、
新
し
い
観
光
振
興
策
に
転
換
す
る

（
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
時
期
に
来
て
い
る

と
私
は
思
い
ま
す
。

蔵
王
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
・
Ｊ
は
白
洲
次
郎

が
遺
し
た
〝
精
神
性
〟
や
伊
東
氏
、
岸
氏
が

提
起
し
た
諸
課
題
を
念
頭
に
置
き
、
こ
の
山

荘
を
「
鎮
守
の
杜
＝
核
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

こ
の
エ
リ
ア
か
ら「
ス
キ
ー
場
一
辺
倒
」
の
考

え
か
ら
脱
し
、「
山
岳
・
温
泉
保
養
地
＝
蔵
王
＝

東
洋
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
」
の
蔵
王
温
泉
と
し

て
の
転
換
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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蔵王プロジェクトＭ・Ｊ
ＮＰＯ法人元気・まちネット/東京　代表理事：矢口 正武
造園家（ランドスケープアーキテクト）、地域活性学会会員

information 1〈白洲次郎シンポジウムと紅葉の蔵王散策〉
10／20（土）～21（日）【白洲次郎が愛した蔵王ー鎮守の杜構想についてー】
・期日：10月20日（土）
・場所：山形市総合福祉センター
・時間：13:00～受付、14:00～17：00シンポジウム（懇親会有り、有料）
・費用：￥1,000－（資料代）
・募集：100名　　　　　　　　　　★蔵王と次郎の写真50枚を新しくご紹介します。

information 2〈紅葉の蔵王散策と旧白洲山荘見学〉
・期日：10月21日（日）
・時間：9:30～15:00（a.m.9:30 蔵王上の台山交ケーブル前集合）
・費用：￥1,000－（ガイド料）
・募集：30名

★申し込み★
・yaguchi.m@so-kk.jp 又はFAX：03－3829－4692（担当：矢口）
・住所、氏名、年齢、連絡先明記、費用は当日頂きます。
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